
あいにくの雨にも関わらず、地域
住民が参加した避難訓練。付近の
高台へ徒歩で避難しました
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地
域
の
防
災
力
を
高
め
よ
う

　「
向
こ
う
三
軒
両
隣
」
で
災
害
か
ら
地
域
を
守
る 

　
奥
尻
島
の
大
津
波
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
、
そ
し
て
記

憶
に
新
し
い
東
日
本
大
震
災
。
こ
の
よ
う
な
大
き
な
災
害

が
起
き
た
と
き
、
あ
な
た
は
ど
の
よ
う
な
対
処
が
で
き
る

で
し
ょ
う
。
い
っ
し
ょ
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た
と
き
、
市

や
消
防
な
ど
の
防
災
関
係
機
関
は
住
民
の

生
命
と
財
産
を
守
る
た
め
全
力
を
挙
げ

て
、
救
援
活
動
を
行
い
ま
す
が
、
そ
の
活

動
や
能
力
に
も
限
界
が
あ
り
、
す
べ
て
を

守
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
と
き
に
は
、
個
人
の
力
だ

け
で
は
な
く
、
隣
近
所
と
協
力
し
災
害
か

ら
生
き
延
び
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
「
み
ん
な
の
ま
ち
を
み
ん
な
で
守

る
」
た
め
、
「
自
主
防
災
の
必
要
性
」
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
自
主
防
災
組
織
と
は
、
地
域
住
民
の
連

帯
感
に
基
づ
き
、
自
主
的
に
結
成
す
る

「
共
助
」
の
組
織
で
す
。
地
域
住
民
が
緊

密
に
連
携
し
活
動
す
る
こ
と
を
想
定
し
て

お
り
、
各
地
域
に
お
い
て
、
町
内
会
単
位

で
結
成
し
、
日
頃
か
ら
大
規
模
な
災
害
に

備
え
る
活
動
を
行
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
ま
た
、
災
害
時
に
は
、
災
害
時
要
援
護

者
と
さ
れ
る
高
齢
者
や
障
が
い
者
な
ど
の

把
握
と
対
応
策
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
日

頃
か
ら
、
地
域
内
の
自
力
で
避
難
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
方
々
を
守
る
こ
と
も
自
主

防
災
組
織
の
目
的
で
す
。

　
自
主
防
災
組
織
は
、
学
校
区
や
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
単
位
な
ど
で
結
成
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。
各
家
庭
で
の
防
災
活

動
も
重
要
で
、
最
小
規
模
の
自
主
防
災
組

織
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　
自
主
防
災
組
織
の
結
成
後
、
継
続
し
て

防
災
活
動
に
取
り
組
む
こ
と
が
、
地
域
の

防
災
力
向
上
を
図
る
う
え
で
大
切
で
す
。

日
頃
か
ら
取
り
組
め
る
防
災
活
動
に
は
次

の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

●
市
の
出
前
講
座
な
ど
を
活
用
し
、
防
災

　
知
識
の
習
得
や
啓
発
に
努
め
る
。　
　

●
防
災
訓
練
や
防
災
資
機
材
の
整
備
。

コミュニティ×訓練
町内の結束が防災の第一歩
　瀬幸会は瀬越海岸に面する
１３世帯４２人の町内会です。
乳幼児や高齢者などが人口の３
割を占め、津波発生時の避難は
重要な課題でした。そこで、
自主防災組織を結成し、夏と
冬の避難訓練を実施。即席の担
架での避難訓練、冬場の避難路
の把握に取り組んでいます。

コミュニティ×連携
５つの矢で災害に備える
　元町の５つの町内会が連携
し自主防災組織を結成したの
は平成１７年。年に一度避難
訓練や防災講習会、講演会な
どを実施しています。今では
独り暮らしのお年寄りや身体
の不自由な方などの所在も把
握し、「いざ」という時に備
えています。

自
主
防
災
組
織
と
は

災
害
の
備
え
、
充
分
で
す
か

ほぼ全世帯が参加した避難訓練で
は手製の担架も利用しました 瀬幸会会長　前端則隆さん

（右）と防災部長　渋谷卓
司さん（左）

留萌市元町地区連合町内会
事務局長　工藤幸男さん

日
頃
の
防
災
活
動

瀬幸会

元町地区連合町内会
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「
災
害
は
忘
れ
た
頃
に
や
っ
て
く
る
」
共
助
の
精
神
で
わ
が
マ
チ
を
守
る

※DIGとは … 災害図上訓練の手法のひとつ。Disaster（災害）、　Imagination（想像力）、Game（ゲー
ム）の略。地図を用い、　災害を想定して危険が予測される地帯や事態を書き込んでいく。

グループ×シミュレーション

残暑の中、一生懸命に歩いて避難
する園児たち。園では年３回の防
災訓練を行っています かもめ幼稚園職員の皆さん

幼い心にも防災の芽を
　昨年９月、かもめ幼稚園で
は津波を想定し、留萌神社ま
で歩いて避難訓練を行いまし
た。普段の生活で実践してい
る『お話しを聴くこと、ふざ
けないこと、泣かないこと』。
この３つの約束を守り、８６名
の全園児が１３分で避難を完了
することができました。

まずは自分のマチを知る
　今年２月、利用者と職員
２０名ほどでDIGを実施しま
した。市のほぼ全域を地図で
把握しながら、災害が起きた
ときに何が障害物になり得る
のかを模擬体験しました。自
分達の生活圏以外のマチを知
ることもできるDIGはグルー
プワークに最適でした。

こども×体験

●
地
域
内
の
要
援
護
者
へ
の
支
援
方
法
や

　
体
制
を
具
体
的
に
決
め
て
お
く
こ
と
が

　
大
切
で
す
。

　
留
萌
市
に
お
け
る
自
主
防
災
組
織
の
組

織
数
は
、
１
４
０
町
内
会
の
う
ち
、
35
町

内
会
で
す
。

　
市
で
は
、
自
主
防
災
組
織
の
結
成
を
各

町
内
会
に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
学
習

会
、
出
前
講
座
、
Ｄ※

Ｉ
Ｇ
実
施
な
ど
の
支

援
も
行
っ
て
い
ま
す
。
自
主
防
災
組
織
を

つ
く
ろ
う
と
す
る
場
合
、
市
・
総
務
課
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
手
引
書
な
ど
を
お
渡

し
し
ま
す
。

　
自
主
防
災
組
織
を
結
成
し
て
い
る
町
内

会
、
積
極
的
に
防
災
活
動
に
取
り
組
む
団

体
の
様
子
を
下
段
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

防災に関するお問い合わせは
市・総務課  危機対策係　䖲56-5005

　地域の一人ひとりが災害に対する強い心構
えを持ち、自分の生命は自分で守る（自助）
ことを基本に、「地域の安心・安全は、自ら
主体的に、自らの手で、自らを守る」という
共助の精神で、地域の防災力を高めましょう。

自　主

自　手 自　守

「自ら主体的に」

「自らの手で」 「自らを守る」

三つの「自」で災害に強い
コミュニティを実現しましょう

DIGに真剣に取り組むことで、マ
チの姿を知ることができますNPO法人サポートハウス

ちゃお利用者の皆さん

自
主
防
災
組
織
の
現
況

かもめ幼稚園

市・総務課
危機対策係

障がい福祉サービス事業所NPO法人サポートハウスちゃお


